
 
第⼆⾔語習得研究と脳科学研究は、 

今まで英語が習得できなかった理由を 

明らかにしてくれます。 

Q. 英会話学校にずっと通っているけど、全然上達し
ないのはなぜ？ 

Q. TOEIC®で⾼い点数をとっても仕事で使えないのは
なぜ？ 

Q. 聞き流すだけでペラペラになるって本当？ 

Q. 中学・⾼校と 6 年間英語を勉強したのに英語を話
せないのはなぜ？ 

Q. ⼤⼈になってから英語を習得することは可能なの？ 

Q. グローバルなビジネス環境で⽣き残っていくには英
語⼒だけで⼤丈夫？ 

Q. 英語を習得するにはどれくらいの時間が必要なの？ 

Q. 1 ⽇どれくらい英語を学習すればいいの？ 

Q. 英単語はどれくらい覚えればいいの？ 

Q. 英単語はどうやって覚えればいいの？ 

Q. ⽂法は勉強しなければならないの？ 

Q. ⽇本⼈の英語の発⾳が通じないのはなぜ？ 

Q. 英語を外国語として習ったことがないネイティブに
英語は教えられるの？ 

Q. 英語を⺟国語としない⽇本⼈講師に英語は教えられ
るの？ 

答えは English Tutors Network の Website で。 

http://www.etn.co.jp  

English Tutors Network 
電話: 03-4540-1245 
 ［受付時間 9:00〜18:00 (⼟⽇祝を除く)］ 
email: info@etn.co.jp 
website: www.etn.co.jp 

お問い合わせ先 

 ビジネスパーソンの英語コミュニケーションのために。 

www.etn.co.jp 

料⾦案内 

⼊会⾦ 30,000 円（税別） 
Tutoring(1)料⾦ 3 ヶ⽉ 129,800 円（税別） 
料⾦に含まれるもの ＊お客様専⽤カリキュラム作成 
 ＊Tutoring1 回 75 分×12 回 
 ＊カウンセリング 

テキスト代 8,000〜12,000 円 
 (学習者によって異なります。) 

(1) ETN ではレッスンを Tutoring といいます。 

Tutoring 開始までの流れ 

カリキュラム作成 無料トライアル 

お客様の現在の英語⼒、⽬的と
⽬標、そして⾃主学習⽅法を考
慮したお客様専⽤のカリキュラ
ムの作成と、学習⽅法のご提案
を 3,000 円(2)(税別)で承ってお
ります。 

カリキュラム作成にお申し込み
頂いた⽅を対象に、Tutoring の
トライアルを無料で承っており
ます。お申込み前に是⾮ ETN の
Tutoring をご体験ください。 

STEP 1 
まずはお問い合わせください。 

電話・ウェブサイト・email の何れでも結構です。 

STEP 2 
カウンセリングとカリキュラム作成（有料）(2) 

（ご希望により無料トライアルを実施します。） 

STEP 3 
お申し込み⼿続き 

申込書ご提出と⼊会⾦・Tutoring 料⾦のお⽀払い 

STEP 4 
Tutoring 開始 

(2) カリキュラム作成後に正式に Tutoring にお申し込み頂いた場合は、カリキュラム作成 
  費⽤を Tutoring 料⾦から差し引かせて頂きます。 

〜ETN は、ビジネスパーソンの皆様を対象に、お客様のオフィス 
  などで英語を教える Tutor（個⼈教師）のネットワークです。〜 



  

ETN はグローバルに活躍する⽇本のビジネ
スパーソンの英語コミュニケーション⼒向上
を全⼒でサポートします。 

ETN の特徴 ❶ 
⽬標「TOEIC®400 点を 2 年で 900 点＋α」の 
ベースカリキュラムをカスタマイズ＊ 
「なぜこの学習⽅法がよいのか？」という問いを、可能な限り科学
的そして論理的に突き詰めた結果が ETN のカリキュラムに詰め込ま
れています。英語の習得は決して難しいことではありません。しか
し⼈間の脳の性質上、2 つ⽬の⾔語を習得するには、どうしてもある
程度の時間が必要です。そして⼀定期間集中して学習する時期が必
要です。着実にそして確実に。もう迷わせません。 

ETN の特徴 ❷ 
ネイティブと⽇本⼈ Tutor＊2 ⼈の個⼈教師によ
るフルサポート体制 
ETN の役割は、個々の学習者に合った効率的なカリキュラムを準備
し、教材の使い⽅と効果的な学習⽅法を教え、そして英語を教える
こと。このような総合的なサポートをするために、ワン・トゥ・ワ
ン*の 2 ⼈体制を採⽤しました。「英語を⺟国語としない⽇本⼈に英
語が教えられるのか？」「英語を第⼆⾔語として学習したことのない
ネイティブに英語を教えられるのか？」という 2 つの相反する問い
に対する ETN の答えでもあります。 

ETN の特徴 ❸ 
第⼆⾔語習得研究と脳科学研究からみた効率的
な学習アプローチ 
忙しい⽇本のビジネスパーソンに、どのようにしたら効率的・効果
的に英語を習得してもらえるか。それを突き詰めた結果、可能な限
り科学的にそして論理的に根拠のある効率的・効果的な学習⽅法と
カリキュラムを提供するというところに⾏き着きました。なぜ、今
まで英語が習得できなかったのか？その答えは ETN にあります。 

＊ TOEIC®の点数が現状 400 点以下の⽅や以上の⽅、⽬標は
900 点以下でも構わないけれど学習期間を短縮したい⽅な
ど、現状の英語⼒やご要望に応じてベースカリキュラムをカ
スタマイズします。 

＊「＋α」とは、「書く・話す」能⼒と社会⾔語要素、そして
ことば以外にコミュニケーションに⼤きな影響を及す要素の
習得も⽬指すことを意味しています。 

＊ ETN では講師を「Tutor」と呼びます。その「家庭教師」と
いう意味の通り、場所・時間を⾃由に設定することが可能で
す。ネイティブと⽇本⼈ Tutor は 1 ヶ⽉毎に交代します。 

＊ ETN ではマンツーマンを「ワン・トゥ・ワン」と呼びます。
「マンツーマン」は和製英語でネイティブには通じません。 

ETN のカリキュラムは、週 1 回 75 分の
Tutoring と「ながら時間」を活⽤した毎⽇の
⾃主学習を前提に組み⽴てられています。 

ETN は第⼆⾔語習得研究と脳科学研究から導
き出された最も効率的な学習⽅法を採⽤して
います。 

「インプット」と「アウトプット」の両⽅を重視 
v［第⼆⾔語習得研究］インプットだけでは⾔語習得が不可能な可 

  能性 
v［脳科学研究］インプットよりもアウトプットを繰り返す⽅が、 

  脳回路への情報の定着を促進 
v［第⼆⾔語習得研究］基礎⼒がないうちからアウトプットを強制 

  すると「変」な英語が⾝に付いてしまう 

「基礎」からの積み上げと「定型表現」の習得  
v［第⼆⾔語習得研究］⾃分の意⾒と根拠を⾃由に表現するために 

  は、語彙や⽂法・発⾳などを基礎から学習するプロセスが基本 
v［脳科学研究］基礎を⾝につけてから少しづつ難易度を上げてい 

  った⽅が脳に定着しやすい 
v［第⼆⾔語習得研究］ビジネスでの会話は、その 2〜3 分の 1 を定 

  型表現が占める 

「理解」→「記憶」→「⾃動化」のプロセスを重視 
v［脳科学研究］⼦どもの脳は丸暗記が得意だが、⼤⼈の脳はよく 

  理解してその理屈を覚えることが得意 
v［第⼆⾔語習得研究］記憶した知識を無意識的に使えるように 

「⾃動化」する必要がある 
［脳科学研究］「⾃動化」とは、「エピソード記憶」の「⼿続き記 
  憶化」のこと 

v［脳科学研究］脳が「記憶」「⾃動化」するには繰り返しが必要 

語彙の習得⽅法 
覚える単語が使⽤されている例⽂を、意味・スペリ 
ング・発⾳を意識しながら毎⽇聞き、アウトプット 
すること。中核的な意味をとらえたり、最重要語の 
関連語・派⽣語を習得するために語源も意識。多読多聴も効果的。 

⽂法の学習⽅法 
⽂法項⽬を理解した後、意味、⽂法構造、スペリング、発⾳を意識し
ながら例⽂を繰り返し聞き、アウトプットすること。まずは基本を理
解し、それを⾃動化していくと同時に、徐々に⾼度な項⽬を理解して
いく。但し、難解な⽂法は無視して例⽂でカバー。多読も効果的。 

流暢さの向上⽅法 
「⾃動化」を促進するために、⾳読・暗唱・書き写し・ディクテーシ
ョン・リピーティング・シャドーイング、および多読・多聴のうち、
学習レベルに応じた適切な⽅法を都度複数選び繰り返すこと。 

教材について 
ETN のアプローチ⽅法にマッチし、学習者に 
適したものを市販のものから複数選択し Tutoring と⾃主学習で使⽤。 

Tutoring について 
⽇本⼈ Tutor は、主に「理解」と「記憶」の促進を担当し、 ネイテ 
ィブ Tutor は、主に「⾃動化」の促進を担当。 

⾃主学習について 
⾃主学習は、「ながら時間」を活⽤した「記憶」と「⾃動化」を促進 
するための繰り返しがメイン。 

カウンセリングについて 
3 ヶ⽉に 1 回カウンセリングを⾏い、学習の進捗状況を確認し、必要 
に応じカリキュラムや学習⽅法を修正・変更。 

Tutoring の場所について 
学習者の都合のよい場所で Tutoring を実施。オフィス（会議室など） 
やご⾃宅などで可能。 

＊  リスニングは流暢さに含まれます。詳細は website で。 
(1) ことば以外のコミュニケーションに影響を与える要素 

を含みます。 
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